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東京スカイツリー®の柱とブレース、ゲイ
ン塔に、新日鉄の建築構造用高降伏点鋼
が採用され、鋼構造建築物の新たな可能
性を切り拓いている。

チタン屋根材は、瓦や銅などの従来素材に比
べ、軽くて強く建物自体の耐震性や耐久性を
向上させる上、半永久的に葺き替えが不要で、
浅草寺本堂の屋根に採用された。

新日鉄エンジニアリング（株）の「アンボ
ンドブレース」は、地震エネルギーを柔
らかく吸収し、鉄骨部材の破断・損傷
などを防ぐロングセラー製品。

展示ブースのフレームを高耐食性めっき
鋼板スーパーダイマ®でつくり、外周を
「郷土の森づくり」「海の森づくり」の展示
で囲み、自然との共生を目指す新日鉄
グループを表現。

寺社仏閣を守るチタン屋根

地震国ニッポンの建物を
守る耐震・制震部材

新日鉄グループは2010年12月
9～11日、入場者数が18万人
を超える日本最大級の環境展示
会「エコプロダクツ2010」（東京
ビッグサイト）（産業環境管理協会、
日本経済新聞社主催）に出展した。
今回の展示コンセプトは「いのち
とくらしを支え、社会の持続可
能な発展に貢献する新日鉄グルー
プ」。地球環境問題の解決や社会
の発展に向けた新日鉄グループ
の取り組みについて、身近な製
品からビッグプロジェクトまで
具体的な事例を通じて紹介し、
ブースを訪れた約1万2,000人
の来場者の関心を集めた。

新日鉄グループは2010年12月
9～11日、入場者数が18万人

「エコプロダクツ2010」
 に出展

新ランドマークに
ふさわしい新鋼材
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小中高校生の環境学習
をサポート
新日鉄はエコプロダクツ展を環境コ
ミュニケーションの重要な機会と捉え
ており、一般の人々や小中高校生に
対して、新日鉄グループの地球環境
問題への取り組みをわかりやすく伝え
ることに努めている。
その一環として新日鉄は、毎年、神
奈川県立海老名高等学校で「エコプロ
ダクツ展事前授業」を行っている。海
老名高校は環境学習にエコプロダクツ
展を活用しており、当社環境部環境
技術グループリーダーの本多清之が
事前に同校で講義し、生徒たちの関
心を高めた上で、展示会当日、当社ブー
スを案内。同校生徒に企業の環境へ
の取り組みを深く理解してもらう機会
を提供した。
また小中学生向けには、展示ブース
内でクイズラリーを行い、正解者に新
日鉄の好評絵本シリーズ『新・モノ語リ』
をプレゼントするなど、事後学習に役
立つ資料も配った。

樹木を伐採し斜面をコンクリート
で覆うのが、従来のがけ崩れ対策。
しかし日鉄住金建材（株）の「ノンフ
レーム工法」は、施工後も元々の自
然環境が保全できる画期的な工法だ。

新日鉄化学（株）が開発し
た負極電極材は、石炭化
学技術と電子材料技術で
培った塗工プロセスを融
合させ、大型リチウム電
池に欠かせないユニーク
な材料。

新日鉄マテリアルズ（株）グループ
の日本グラファイトファイバー（株）
の炭素繊維製品が、「はやぶさ」の
アンテナに使用された。軽量で剛
性が高く寸法安定性に優れた炭素
繊維は、人工衛星の構造材に使用
されている。

人工衛星「はやぶさ」の構造材料に
炭素繊維

新日鉄ソリューションズ（株）、（株）新日鉄都市
開発、（株）日鉄エレックスなどが共同で、低炭
素社会に向けた地域のエネルギー管理と、それ
によるコミュニティの付加価値向上を目指すス
マートコミュニティ創造事業の実証実験に参画。

スマートコミュニティ
創造事業にグループで参画

社会とともに 地域とともに      VOL.36

海老名高校での事前授業の様子

新エネルギーにも
最新の化学技術

自然環境を保全できる
斜面防災技術
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
の
づ
く
り
教
育
た
た
ら

「
第
8
回
た
た
ら
サ
ミ
ッ
ト

IN 
姫
路
」を
開
催

「
第
8
回
た
た
ら
サ
ミ
ッ
ト
IN 
姫
路
」が

２
０
１
０
年
12
月
3
〜
6
日
の
4
日
間
、
兵
庫

県
姫
路
市
で
開
催
さ
れ
た
。
主
催
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
も
の
づ
く
り
教
育
た
た
ら
は
、
新
日
鉄
を
は

じ
め
と
す
る
鉄
鋼
各
社
が
協
賛
し
て
立
ち
上
げ

た
団
体
で
、
東
京
藝
術
大
学
教
授（
東
京
工
業

大
学
名
誉
教
授
）の
永
田
和
宏
氏
が
理
事
長
を

務
め
、
主
に
小
・
中
・
高
・
大
学
生
に
対
し
て
、

た
た
ら
操
業
の
体
験
学
習
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
学
生
・
先
生
や
愛
好
家
が
一
同

に
集
う
場
と
し
て
、
１
９
９
６
年
に
た
た
ら
サ

ミ
ッ
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
、
2
年
に
一
度
全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
も
、
た
た
ら
製
鉄
を
研
究

す
る
団
体
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、
実
際
に
た
た

ら
操
業
を
行
う「
た
た
ら
競
演
会
」や
、
た
た
ら

製
鉄
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
小
学
4
年
生

か
ら
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
10
台
の

炉
を
設
置
し
て
鉄
づ
く
り
を
行
う「
た
た
ら
研

修
会
」な
ど
が
行
わ
れ
た
。

た
た
ら
研
修
会
で
は
、
も
の
づ
く
り
教
育
た

た
ら
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も
と
、
１
３
０
人
に

も
の
ぼ
る
参
加
者
が
、
れ
ん
が
な
ど
を
使
っ
て

炉
を
つ
く
り
、
1
基
あ
た
り
砂
鉄
20
㎏
、
木
炭

40
㎏
を
投
入
。
空
気
を
送
り
な
が
ら
炉
の
下
か

ら
不
純
物（
ノ
ロ
）を
か
き
出
し
、
火
入
れ
か
ら

5
時
間
後
に
真
っ
赤
に
焼
け
た
鋼
の
か
た
ま
り

（
ケ
ラ
）３
・５
㎏
が
取
り
出
さ
れ
る
と
、
鉄
が

で
き
る
瞬
間
を
目
の
当
た
り
に
し
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
大
き
な
歓
声
が
わ
き
起
こ
っ
た
。

ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
東
京
大
学
准

教
授
の
宮
本
英
昭
氏
が「
鉄
１
３
７
億
年
の
宇

宙
誌
」、
火
箸
風
鈴
で
知
ら
れ
る
鍛
冶
職
人
の

明み
ょ
う
ち
ん珍

宗む
ね
み
ち理

氏
が「
明
珍
風
鈴
と
音
の
技
」を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、
学
校
研
究
機
関
・

市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
交
流
を
深
め
た
。

若
手
社
員
の

能
力
向
上
を
図
る

室
蘭
製
鉄
所
は
２
０
１
０
年
8
月
8
日
、
北

海
道
室
蘭
市
で
開
催
さ
れ
た「
２
０
１
０
む
ろ

ら
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で
た
た
ら

製
鉄
の
実
演
を
行
っ
た
。
実
演
は
毎
年
、
若
手

社
員
の
結
束
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
を
向

上
さ
せ
、
も
の
づ
く
り
の
面
白
さ
や
大
切
さ
を

学
ぶ
研
修
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

当
日
は
真
夏
の

炎
天
下
で
の
苦

労
が
実
り
、
11

㎏
の
ケ
ラ
が
で

き
上
が
っ
た
。

も
の
づ
く
り
の
魅
力
を

〝
た
た
ら
の
炎
〞で

熱
く
伝
え
る
新
日
鉄
は
、
千
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
日
本
独
特
の
製
鉄
法
で
あ
る

「
た
た
ら
製
鉄
」を
通
じ
て
、
も
の

づ
く
り
や
鉄
づ
く
り
の
魅
力
を
よ

り
深
く
知
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
た
た
ら
製
鉄
の
実
演
を
全

国
各
地
で
開
催
・
支
援
し
て
い
る
。

室 蘭



15 NIPPON STEEL MONTHLY   2011. 1・2

社会とともに 地域とともに      VOL.37

近
代
製
鉄
発
祥
の
地
で

鉄
づ
く
り
体
験
会

釜
石
製
鉄
所
は
２
０
１
０
年
7
月
31
日
、
近

代
製
鉄
発
祥
の
地
で
あ
る
釜
石
市
大
橋
地
区
で

「
鉄
づ
く
り
体
験
会
」を
開
催
し
た
。
一
般
公
募

で
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
木
炭
割
り
で
顔
が
真
っ

黒
に
な
り
な
が
ら
も
、
ノ
ロ
・
ケ
ラ
出
し
の
と

き
に
大
き
な
歓
声
を
上

げ
て
い
た
。
ど
の
炉
も

無
事
に
ケ
ラ
出
し
に
成

功
し
、
子
ど
も
た
ち
は

で
き
上
が
っ
た
ケ
ラ
を

う
れ
し
そ
う
に
持
ち

帰
っ
た
。新

入
社
員
と

中
学
生
で
実
演

名
古
屋
製
鉄
所
は
２
０
１
０
年
11
月
14
日
、

愛
知
県
東
海
市
で
開
催
さ
れ
た「
東
海
秋
ま
つ

り
２
０
１
０
」で
、「
た
た
ら
製
鉄
実
演
会
」を

実
施
し
た
。
実
演
会
で
は
、
２
０
１
０
年
度
の

新
入
社
員
の
ス
タ
ッ
フ
に「
東
海
市
青
少
年
セ

ン
タ
ー
ほ
っ
と
東
海
」

の
中
学
生
8
人
が
加
わ

り
、
炉
の
製
作
か
ら
ケ

ラ
出
し
ま
で
披
露
し
た
。

た
た
ら
製
鉄
を
一
目
見

よ
う
と
、
多
く
の
観
衆

が
集
ま
っ
た
。

5
年
連
続
で

地
元
小
学
校
へ
出
前
実
演

広
畑
製
鉄
所
は
２
０
１
０
年
12
月
3
日
、
兵

庫
県
姫
路
市
立
広
畑
小
学
校
で
た
た
ら
製
鉄
を

実
演
し
た
。
5
年
目
を
迎
え
た
今
回
も
、
児
童

は
広
畑
製
鉄
所
で
た
た
ら
製
鉄
や
近
代
製
鉄
に

つ
い
て
学
び
、
熱
延
ラ
イ
ン
を
見
学
し
た
後
、

同
校
運
動
場
に
模
擬
炉
を
組
み
立

て
た
。
炉
に
は
近
隣
の
新
舞
子
浜
で

採
取
し
た
砂
鉄
を
原
料
の
一
部
と
し

て
装
入
し
、
製
鉄
所
員
が
炉
か
ら
ケ

ラ
を
取
り
出
す
と
児
童
た
ち
か
ら
歓

声
と
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
た
。

地
域
共
生
と

人
材
育
成
を
促
進

八
幡
製
鉄
所
は
２
０
１
０
年
11
月
28
日
、
東

田
第
一
高
炉
史
跡
広
場（
北
九
州
市
八
幡
東
区
）

で
製
鉄
所
・
関
連
会
社
社
員
な
ど
の
人
材
育
成

を
目
的
に
、
た
た
ら
製
鉄
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン

ト「
東
田
た
た
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
０
」（
育

成
た
た
ら
）を
開
催
し
た
。
北
九
州

産
業
技
術
保
存
継
承
セ
ン
タ
ー
主
催

の「
市
民
た
た
ら
」も
同
時
に
行
わ
れ
、

製
鉄
所
Ｏ
Ｂ
や
東
田
た
た
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
Ｏ
Ｂ
が
村む

ら
げ下

・
副
村
下（
リ
ー

ダ
ー
）を
務
め
、
参
加
し
た
親
子
は

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
。

広　畑

釜 石名古屋

八 幡
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君
津
製
鉄
所
は
２
０
１
０
年
8
月
7
日
、
第
15

回
君
津
市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
新
日
鉄
会
場
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
と
し
て
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た「
理
科

実
験
教
室
・
理
科
屋
台
」を
開
催
し
た
。
講
師
に
蔵

前
工
業
会（
東
京
工
業
大
学
Ｏ
Ｂ
主
宰
）の
皆
さ
ん
を

招
く
と
と
も
に
、
君
津
製
鉄
所
若
手
技
術
者
有
志

が
焼
き
入
れ
実
験
な
ど
9
つ
の
理
科
屋
台
を
出
展
し
、

製
鉄
所
員
が
演
出
す
る
手
づ
く
り
の
お
も
て
な
し
で

〝
鉄
を
科
学
す
る
〞面
白
さ
を
伝
え
た
。
会
場
は
夏
休

み
中
の
親
子
連
れ
で
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、「
鉄
っ

て
す
ご
い
」「
鉄
を
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
」「
大
人

で
も
感
動
し
ま
し
た
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

愛
知
県
東
海
市
主
催
の
エ
コ
ス
ク
ー
ル
参
加
者
が

２
０
１
０
年
5
月
8
日
、
名
古
屋
製
鉄
所
の
環
境
保

全
林
を
観
察
し
た
。
エ
コ
ス
ク
ー
ル
は
、
豊
か
な
感

性
で
環
境
へ
の
つ
な
が
り
や
問
題
の
本
質
を
理
解
し
、

自
ら
進
ん
で
環
境
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る

人
を
つ
く
る
た
め
２
０
０
８
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
今

回
は
30
人
の
親
子
が
参
加
し
、
１
９
７
２
年
に
横
浜

国
立
大
学
の
宮
脇
昭
名
誉
教
授
の
指
導
の
も
と
植
樹

し
た
、
名
古
屋
製
鉄
所
の
環
境
保
全
林
の
成
長
や
森

の
中
の
生
き
物
を
観
察
し
た
。
参
加
者
は
枯
れ
葉
の

下
に
生
息
す
る
セ
ミ
の
幼
虫
や
ミ
ミ
ズ
な
ど
を
見
つ

け
て
は
歓
声
を
上
げ
る
な
ど
、
郷
土
の
森
の
自
然
を

満
喫
し
た
。

八
幡
製
鉄
所
は
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
地

元
の
小
学
校
を
訪
問
し
、
ス
チ
ー
ル
缶
の
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
や
地
球
環
境
と
鉄
と
の
関
係
な
ど
を
テ
ー
マ

に「
出
張
授
業
」を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
１
０
年
度

は
15
校
で
授
業
を
行
い
、
八
幡
製
鉄
所
の
高
品
質
の

鉄
づ
く
り
に
つ
い
て
、
原
料
の
調
達
か
ら
環
境
に
配

慮
し
た
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
い
た
る
ま
で
紹
介
し
た
。

ま
た
、
ス
チ
ー
ル
缶
収
集
校
に
花
の
苗
を
贈
呈
し
生

徒
た
ち
に
植
樹
し
て
も
ら
う「
花
い
っ
ぱ
い
プ
ラ
ン
」

を
推
進
し
て
情
操
教
育
に
協
力
す
る
ほ
か
、
環
境
授

業
実
施
に
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
学
校
に
は
、

雨
水
タ
ン
ク
を
贈
呈
す
る
支
援
を
行
い
、
水
の
大
切

さ
を
学
習
す
る
機
会
も
提
供
し
て
い
る
。

「高炉でまえ見学所」では耐火服を着て記念写真を撮る子どもたち
が絶えなかった

新日鉄はものづくりの大切さや鉄鋼業の環境保全への取り組みなどを幅広く理解していただくため、未来
を担う子どもたちとその教育に携わる教員や関連団体の皆さんと積極的に交流し、環境・教育分野で地域
に根ざした社会貢献活動を展開している。

環境・教育分野で地域に根ざした
社会貢献活動を展開

社員の手づくり
理科屋台
君 津

エコスクールで
郷土の森を観察
名 古 屋

リサイクルや
地球環境と鉄を
テーマに出張授業

八 幡

知多自然観察会の方から食物連鎖の説明を聞く参加者

スチール缶収集校に贈った花の苗を植える児童たち
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参加者の声  「体験活動を行うことで生徒と同
じ目線に立てる機会を得ることは非常に重要で
あり、役に立ちました。また組織活性化や危機
管理、コンプライアンス推進などは、学校の現
場でも求められており、大変参考になりました」
（北海道伊達高等学校　教諭　岡本浩一氏）

社会とともに 地域とともに      VOL.38

大
分
製
鉄
所
は
２
０
０
７
年
か
ら
年
8
回
の
ペ
ー

ス
で
、
近
隣
地
域
の
小
中
学
校
を
対
象
に「
理
科
出

張
授
業
」を
実
施
し
て
い
る
。
社
員
に
よ
る
出
張
授

業
は
生
徒
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
帰
宅
後
に
家

族
で
話
題
に
な
る
よ
う
な
も
の
、
学
校
で
は
実
験

と
し
て
行
っ
て
い
な
い
も
の
で
原
理
・
原
則
は
通

常
の
授
業
内
容
に
結
び
つ
く
も
の
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
て
い
る
。
実
験
か
ら
驚
き
や
感
動
を
味
わ
い

科
学
の
心
を
養
う
こ
と
を
目
指
し
、
生
徒
た
ち
が

実
際
に
実
験
に
参
加
し
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
い
る
。

２
０
１
０
年
11
月
、
千
葉
県
立
鎌
ヶ
谷
西
高
等

学
校
の
生
徒
と
先
生
の
16
人
が「
サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
Ｓ
Ｐ
Ｐ
）の
一
環
で
、

君
津
製
鉄
所
を
訪
問
し
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｐ
は（
独
）科
学
技

術
振
興
機
構
の
事
業
で
、
学
校
と
大
学
・
科
学
館
な

ど
が
連
携
し
て
、
観
察
、
実
験
、
実
習
な
ど
の
体
験

的
・
問
題
解
決
的
な
学
習
活
動
を
行
う
も
の
。
品
質

管
理
部
の
社
員
か
ら
製
鉄
の
歴
史
や
技
術
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
る
と
と
も
に
、
高
炉
・
大
形
工
場
な
ど

を
見
学
し
た
。

２
０
１
０
年
12
月
17
日
、
神
奈
川
県
川
崎
市
立

枡
形
中
学
校
で
毎
年
恒
例
の「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」が
開
催
さ
れ
た
。
新
日
鉄
環
境
部
と

プ
ロ
セ
ス
技
術
部
の
社
員
が
講
師
と
な
り
、
鉄
鋼

業
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
燃
料
電
池
車
を

走
ら
せ
る
実
験
を
行
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
熱
分
解
に
よ
り
油

や
炭
素
に
戻
る
こ
と
や
水
素
が
発
生
す
る
こ
と
に

驚
き
、
熱
心
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
ん
だ
。

新
日
鉄
は
名
古
屋
・
室
蘭
両
製
鉄
所
で「
教
員
の

民
間
企
業
研
修
」（（
財
）経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
主
催
）

を
実
施
し
た
。
夏
休
み
期
間
中
、
小
中
高
校
の
先
生

方
計
14
人
に
製
鉄
工
程
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク

ル
工
場
な
ど
を
見
学
し
、
製
鉄
所
に
お
け
る
環
境
保

全
や
人
材
育
成
、
製
造
実
力
向
上
の
取
り
組
み
を
紹

介
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
新
日
鉄
の
企
業
活
動
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
。

教員の
民間企業研修を

実施
名古屋・室蘭

科学の心を養う
理科出張授業
大 分

鎌ヶ谷西高校が
現代の鉄づくりを

学習
君 津

枡形中学校で
エネルギー環境
ワークショップ

川 崎

参加者の声  「製鉄所に対するイメージが打ち砕かれました。資源リ
サイクル、環境整備、地域との交流などさまざまな発見がありました。
日本の技術はすごい！」（3年生　田中成洋さん）

大分市立原川中学校での理科出張授業

エネルギー・環境をテーマとした理科実験に取り組む枡形中学校の生徒たち

参加者に手づくりの壁掛けが贈られた
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新
日
鉄
は
「M

abati T
echnical 

T
raining Institute

」（
Ｍ
Ｔ
Ｔ
Ｉ
）へ

の
寄
付
を
通
じ
て
、
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア

の
青
少
年
に
対
す
る
職
業
訓
練
を
支
援

し
て
い
る
。
Ｍ
Ｔ
Ｔ
Ｉ
は
２
０
０
４
年
、

新
日
鉄
の
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
主
要
需

要
家
の
一
つ
で
あ
る「M

abati Rolling 
M
ills Ltd.（

マ
バ
チ
社
）」に
よ
っ
て
設
立
。

近
隣
地
域
の
働
く
意
欲
の
あ
る
青
少
年

の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
貧

困
や
失
業
、
薬
物
乱
用
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
な
ど

ア
フ
リ
カ
社
会
が
抱
え
る
問
題
に
対
処

す
る
目
的
で
、
2
年
間
の
職
業
訓
練
を

行
っ
て
い
る
。

Ｍ
Ｔ
Ｔ
Ｉ
で
は
現
在
、
電
気
や
服
飾
、

溶
接
、
家
具
製
作
、
自
動
車
整
備
、
大

工
な
ど
の
技
能
講
習
に
１
８
５
人
、
会

計
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
習
に
１
２
７

人
が
学
び
、
過
去
5
年
間
で
受
講
生

の
95
％
が
国
家
資
格
試
験
※

に
合
格
し
、

80
％
以
上
が
就
職
す
る
実
績
を
あ
げ
て

い
る
。
母
子
・
父
子
家
庭
や
孤
児
の
受

講
生
も
多
く
、
毎
年
定
員
を
上
回
る
応

募
が
あ
る
一
方
、
運
営
資
金
確
保
が
活

動
継
続
の
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
費
用
の
大
半
を
マ
バ
チ
社
か

ら
の
寄
付
に
頼
っ
て
い
る
。

マ
バ
チ
社
は
、
当
社
と
南
ア
フ
リ
カ

で
合
弁
事
業「
サ
フ
ァ
ル
・
ス
チ
ー
ル
社
」

を
運
営
す
る
サ
フ
ァ
ル
グ
ル
ー
プ
傘
下
の

大
手
薄
板
圧
延
メ
ー
カ
ー
で
、
当
社
と

は
40
年
に
及
ぶ
長
期
安
定
的
な
鋼
材
取

引
実
績
を
持
つ
。
新
日
鉄
は
今
回
、
Ｍ

Ｔ
Ｔ
Ｉ
の
運
営
費
と
し
て
3
年
間
分
約

２
０
０
万
円
の
寄
付
を
実
施
し
、
Ｍ
Ｔ
Ｔ

Ｉ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

現地訪問した樋口眞哉常務執行役員（前列左から3人目）

新日鉄はグローバル企業として世界各地域で活動しているが、その中で地域社会において青少年の育成や日本に対
する理解を深める事業支援など、特色ある社会貢献活動を行っている。今号ではケニアと中国における事例を紹介する。

海外でも次代を担う青少年の育成を支援

ケニアで職業訓練学校に寄付

中国人大学生の訪日事業に参画

金属加工講習の様子

新
日
鉄
鉄
鋼
情
報
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ（
北
京
）

有
限
公
司
マ
ネ
ジ
ャ
ー　
　

長
南 

隆

本
事
業
は
、

毎
年
２
回
、
各

企
業
・
社
員
の

協
力
を
得
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

特
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
は
週
末
を
利
用
し
た
短
い
時
間
で

す
が
、
中
国
人
大
学
生
に
日
本
の
家
庭
で

の
団
欒
や
生
活
習
慣
の
違
い
な
ど
を
直
接

肌
で
感
じ
て
も
ら
う
機
会
と
な
る
一
方
、

受
け
入
れ
家
庭
に
と
っ
て
も
、
日
中
の
将

来
を
担
う
学
生
と
の
交
流
は
大
き
な
刺
激

に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
事
業
が
日
中
の
相
互
理
解
の
一
歩
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
今
後
も
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

新
日
鉄
鉄
鋼
情
報
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ（
北
京
）は
、
中
国
日
本
商
会
の
社

会
貢
献
事
業「
走
近
日
企
・
感
受
日
本
」

（
日
本
企
業
に
触
れ
、
日
本
を
感
じ
よ

う
）に
参
画
し
て
い
る
。

中
国
日
本
商
会
は
中
国
に
進
出
し

て
い
る
日
本
企
業
で
組
織
さ
れ
、
現
在
、

新
日
鉄
北
京
事
務
所
長
が
同
会
の
副
会

長
を
務
め
る
。
同
事
業
は
２
０
０
７
年

か
ら
始
ま
り
、
年
2
回
中
国
人
大
学
生

を
日
本
に
招
き
、
会
員
企
業
の
見
学
、

地
方
視
察
、
大
学
訪
問
、
会
員
企
業
の

社
員
宅
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
新
日
鉄
で
は
、
第
一
回

訪
日
団
か
ら
君
津
製
鉄
所
見
学
や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、

２
０
１
０
年
も
社
員
宅
で
温
か
い
交
流

が
あ
っ
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

ブ
リ
キ
営
業
部
海
外
営
業
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

マ
ネ
ジ
ャ
ー    

黒
田 

勘
太

我
が
家
で
郁
さ
ん
が
過
ご
し
た
時
間
は
わ

ず
か
で
す
が
、
お
互
い
に
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。
郁
さ
ん
は
優
し
く
、
娘
と
仲
良
く
遊

ん
で
く
れ
ま
し
た
。
郁
さ
ん
の
希
望
で
東
京

タ
ワ
ー
や
皇
居
を
巡
り
ま
し
た
が
、
眺
め
も

含
め
て
東
京
は
非
常
に
き
れ
い
だ
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
近
所
の
温
泉
に
も
行
き
、

日
本
で
の
日
常
生
活
の
一
端
を
肌
で
感
じ
て

も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

※ Government Trade Test Exam

双
方
楽
し
い
時
を
過
ご
す

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
学
生  

郁　

源
さ
ん

北
京
伝
媒
大
学 

外
国
語
学
院
３
年

（
第
二
外
国
語
で
日
本
語
専
攻
）

近所の公園にて
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